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2023年 残り一ヶ月となりました
12月13日は学力調査 １年間の学習の習熟を調査します
２０２３年も残り一ヶ月となりました。１１月の上旬まで２５℃近くまで気温が上がる日がありました

が、あっと言う間に紅葉も進み、蔵王の山々は雪化粧を始めました。秋のつるべ落としという言葉があります

が、今年はとても短い秋だったような気がします。６年生では間もなく卒業文集の作成が始まるなど、各

学年で卒業や次の学年に向けてのまとめや準備の期間に入っていきます。学習面は、１２月１３日に町の

標準学力調査が行われます。４月から１２月までの学習でどれだけの力が付いたのかを調査します。右の

図は、２年生から６年生までの４月

実施の標準学力調査の国語と算数の 国語

学年の平均正答率と、全国の小学生

の平均正答率を年度毎に比較したも

のです。矢印áが指す線が全国の小

学生の平均正答率です。学年が上が 算数

るにしたがって、平均正答率が上が

り、中には全国平均を超えた学年も

あります。昨年度より、柴田町は宮

城県の学力向上(算数)の研究指定を

受けています。本校では今年度、思考力を育む授業づくり、授業での学習を身に付けるための家庭学習の

あり方、ぐんぐんタイムでの効果的な学習、基礎的な学習の習熟を目指したレベルアップウィークでの学

習などに取り組んできました。特に授業では、「自分の考えをノートに書くこと」や「言葉や式、表や図

学力向上マネジメント推進協議会 などを使って自分の考えを表すこと」「進んで手を挙げ

の先生方が授業の様子を視察 て発表する」などに力を入れています。これらの取組の

１１月２０日 効果が、標準学力調査に現れることをとても期待してい

に、宮城県教育 ます。学校では、１２月８日からレベルアップウィーク

庁より、学力向 で、標準学力調査の前に算数の復習を行います。ご家庭

上マネジメント でも復習を行うよう声掛けいただきますようお願いしま

推進協議会の先 す。

生方が来校され 先生方も真剣に勉強をしています
授業を参観いた １１月１７日

だきました。全 に、大河原教育事

学年の児童が、自分の意見をノートに書く様子を 務所より先生方を

見て、自分の言葉でしっかりと取り組めているこ お招きして、算数

とや、落ち着いて授業に取り組んでいる学年が多 の授業づくりにつ

いことに関心されていました。 いての勉強会を行

いました。１・４

・６年生で研究授

業を行い、放課後

に研究授業の授業検討会を行いました。授業検討会では、

様々な意見が出され、授業を行った先生にとっても、参観

した先生にとっても良い勉強の機会となりました。普段は

それぞれの先生が指導方法を一人で研究するとともに、授

業の計画を立て準備をして授業を行っています。先生方は

児童の学習内容の理解や学力の向上を考え、１時間の授業

をつくるためにたくさん時間を掛けています。先生方とと

もに、児童の皆さんにも１時間１時間の授業に真剣に取り

組み、学力を伸ばしてほしいと思います。

教頭・鈴木のつぶやき

２７年間中学校で数学を教えてきました。中学校は覚

えることが多く進度がとても早いです。算数の学習が身に

付いていない生徒の多くが、新しい学習を身に付けること

に苦労していました。また、それと同様に家庭学習を一人

で行えるかどうかが、中学校の学習成績に関わってくると

思います。成績に関わると言うことは、つまり、自分の高

校受験や進路に関わってきてしまうのです。丁寧に、集中

して学習に取り組む習慣は小学生から身に付けてほしいで

す。授業で「学習内容がわかる」、家庭学習で「学習内容を

できる」にして力を付ける習慣の確立を期待します。



強い気持ちを持って走りました 持久走記録会開催
インフルエンザの猛威により、１度は延期になった

持久走記録会でしたが、１１月２０日(月)に実施しまし

た。(※３年生は１１月２９日に再延期) インフルエン

ザや風邪が治ったばかりの状況の中、記録会に臨んだ

児童もいましたが、多くの児童が力一杯走り完走する

ことができました。この記録会に向けて、１０月の中

旬から体育の授業や業間休みのランランタイムで持久

走の練習をしてきました。苦しさを我慢しながらも走

る姿からは児童の頑張る気持ちがとても伝わってきま

した。また、教室前の廊下の壁面に掲示された持久走

カードには、練習で走った周回数を記録してきました。

ここからも児童が頑張っている様子を知ることができ

ました。持久走だけではありませんが、ひたむきに取

り組む船迫小の児童に感心するとともに、船迫小児童

を誇りに思います。

一方で、競い合いに熱が入りすぎて、トラックの内

側を走ったり、コースからはみ出して走ってしまった

りするなど、ルールを守れなかった事もありました。

どんなスポーツでも、ルールにしたがって競い合うことが大原則であり、守るからこそ勝利の喜びや記録更新の

喜びを味わえるものであると考えます。学校としても、来年の持久走に生かしていくとともに、いろんな活動を

通してルールを守って活動を行うことの大切さを児童へ伝えていきたいと考えます。

１年生男子 １年生女子

２年生男子 ２年生女子

３年生男子 ３年生女子

「１位をとった
じきゅうそうきろくかい」

１年２組 よしだ こうせい

１位か２位になるというめあてをた
てました。かぞくみんなにおうえんさ
れました。いつもよりはやくはしれま
した。１位がとれてたのしいじきゅう
そうきろくかいでした。 (児童作文)

「たのしかったじきゅうそう」
１年１組 あしの こあ

わたしは、れんしゅうのときに２い
になったこともありました。くやしく
て、つぎこそは１いをとろうとおもい
ました。本ばんは１いで、かぞくにほ
められてうれしかったです。

(児童作文)

「じきゅう走きろく会について」
２年１組 よしだ はる

ぼくが、じきゅう走きろく会でがん
ばったところは、テンポよく走ること
です。一歩でもふみはずしたら、じゅ
んいがさがるかもしれないから、がん
ばりました。 (児童作文)

「１位がとれたじきゅう走きろく会」
２年１組 いのうえ まひろ

わたしは、じきゅう走きろく会のコ
ースで、がんばった場しょがあります。
それは、さか道です。さか道はたいへ
んですが、はやいスピードで走れたと
思いました。 (児童作文)

「ゆめがかなった」
３年１組 戸松 陽翔

ぼくは、１年生の時は２位、２年生
では４位だったので、ずっと１位にな
りたいと思っていました。お母さんか
らも１位か２位を取ってと言われて、
ぜったい取りたいと思いました。やっ
とゆめがかなって、とてもうれしいで
す。

(児童作文)

「持久走記ろく会を終えて」
３年２組 櫻庭 心晴

私が持久走記ろく会でがんばったこ
とは、全力で走り切った所です。ひさ
しぶりに長きょりを走るので歩きそう
になったけれども、歩くのをがまんし
て走り切ることができてうれしかった
です。

(児童作文)



４年生男子 ４年生女子

５年生男子 ５年生女子

６年生男子 ６年生女子

持久走記録会の反省や感想を読むと、たくさんの児童が持久走記録会に向けて目標順位や目標タイムを持ち、

それに向けて一生懸命に努力を積み重ねることができたようです。この目標達成に向けて努力を積み重ねた経験

は、将来の自分にとって大きな力となるはずです。進路をどのように進めるかによって異なりますが、どのよう

な進路にも乗り越えなければならない壁があるものと思います。自分で知識や技能を持っていても、力や気持ち

が伴わなければ乗り越えられるとは限りません。小学校生活には、チャレンジすることができる様々な活動があ

ります。今後も、自分の課題に向かおうとする力や気持ちを様々な活動の中で育てていきたいと考えます。

仙台大学の学生に向けて体育の実技研修会で指導
１１月２１日に本校で、仙台大学の学生に向けに小学校体育実技研修会を開催しました。本校からは、３名の

先生が講師として大学生に指導を行いました。大沼先生が５年生の体育(マット運動)の授業を公開、尾形先生が

フラッグフットボールとマット運動の実技指導を、小森谷先生が体育の授業についての講演会を行いました。小

学校の先生を目指している大学生にとって、実際に見て、体を動かして、聞く研修会は、とても勉強になったよ

うです。今年度は、その他にも教育実習生として３名の大学生が本校で教育実習を行いました。将来、教育実習

や勉強のために、本校にも

どってくる児童もいるかも

知れませんね。誰が来るの

か今から楽しみです。

「１位になったよ」
４年１組 髙橋 諒大

今回、ぼくは初めて１位になりまし
た。うれしかったことは、練習で１位
がとれて、本番でも１位がとれて、良
い記録が出せたことです。
来年も１位をとって、５年生の最高

記録を出したいです。 (児童作文)

「がんばった持久走をふり返って」
４年３組 長谷川 すみれ

わたしが持久走でがんばったことが
２つあります。１つ目はスタートダッ
シュです。２つ目は坂です。坂で体力
がなくなっていたらぬかされていたと
思うからです。最後に、校庭をラスト
一周するときにみんながおうえんして
くれなかったら、１位になれなかった
と思うので、おうえんの力はすごいな
と思いました。 (児童作文)

「あきらめずにチャレンジ！」
５年２組 堀内 竜之介

ぼくは、持久走大会でスタートした
直後に転んでしまいました。でも、５
分３５秒を切ると、家族から商品をも
らえるので、すぐ立ち上がり、見事５
分３５秒を切ることができました。と
てもうれしかったです。来年も１位を
とれるようにがんばりたいです。

(児童作文)

「持久走大会を終えて」
５年１組 佐藤 衣茉

持久走大会が終わって、一番うれし
かったことは、自己ベストをこう新で
きたことです。１秒速くなって、とて
もうれしかったです。来年、６年生に
なったら、５分を切って、もっと速く
走りたいです。今回の走りを生かして、
がんばりたいです。 (児童作文)

「小学校最後の
持久走記録会を終えて」

６年１組 尾本 響

１１月２０日、ぼくはついに、念願
の１位を取ることができました。ぼく
は、ほぼ毎朝父とランニングをしてい
ます。その成果が、持久走記録会に出
ていたのだとぼくは思います。これか
らも、毎朝ランニングを続けていきた
いと思います。 (児童作文)

「持久走記録会を終えて」
６年２組 大槻 奈々海

私は持久走記録会で、新記録を残す
ことが目標でした。初めての５・６年
合同練習では、良いタイムが出なくて
くやしい気持ちでいっぱいだったけれ
ど、練習を積み重ねていくうちに少し
ずつタイムを縮めることができました。
本番では、自己ベストを出せませんで
したが、１位を取ることができました。
最後の持久走記録会で良い記録を出せ
てうれしかったです。

(児童作文)


